ユースソーシャルワークの可能性 : 東京都教育委員会都立学校「自立支援チーム」派遣事業に見る現状と課題 by 土屋 佳子 et al.
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め ③暴力 ④児童虐待 ⑤友人関係の問題 ⑥非行・不良行為 ⑦家庭環境の問題 ⑧教職員との関係の問
題⑨心身の健康・保健に関する問題⑩発達障害等に関する問題⑪その他、で、2012年には「いじめ」
がいったん除外された。2013～2017年は①貧困対策（家庭環境の問題、福祉機関との連携等） ②い
じめ③不登校④児童虐待⑤暴力行為⑥その他（発達障害等に関する問題、心身の健康・保健に関す
る問題等）、と貧困対策は筆頭になり、2017年、児童虐待に「未然防止、早期対応、関係機関との連
携等」の文言が加えられ「非行・不良行為 」が再掲された。2018年には「性的な被害 」「ヤングケア
ラー」が加えられ、現在はこれら9項目となっている。
3）「スクールソーシャルワーカー活用事業に関するQ&A」（文部科学省 2021年1月）https://www.mext.
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go.jp/content/20210104-mxt_jidou02-000008592.pdf （最終アクセス日：2021年2月1日）
4）「スクールソーシャルワーカー活用ハンドブック 福祉の視点を踏まえた児童生徒支援の方策」（埼
玉県教育委員会教育局生徒指導課 2020年3月）ｐ10参照のこと。
5）モデル校15校のうち、4校がSSWrの活用を明記、他5校も、自立・就労支援や学び直し、アセスメ
ント方法の開発などを掲げる。
6）ちなみにSSWは、福祉的な視点から子ども（児童生徒）の学校生活および教師や学校組織の教育
活動を支援し、家庭との連携や地域資源の活用を図っていく専門的な技術である。学校を基盤として
ソーシャルワーク（SW）を展開（ケースの発見・相談受理・アセスメント・プランニング・実行・
評価・モニタリング）し、子どもや保護者、教師たち（対象者・当事者）の置かれた環境面（ミクロ・
メゾ・マクロ）や相互作用に着目し、自らの力で解決できるようサポートしていく（これをエンパワ
メントという）。
7）生田によるとYWは青少年育成支援という。YWは、主に家庭・学校・職業生活以外の場面におい
て、子ども・若者（以下若者）の思い・関心・願いに寄り添いつつ、若者の主体的・自主的な行動を
促し、そして共に関わり企画し決定すること（共同決定・共同形成）を促す機会の提供や場づくりな
どを行う。それにより若者が自己決定し、場や集団・社会における役割と責任を担い、参画するよう
発達を支援することを目的とする。YSWは青少年福祉的支援といい、社会的不利益、あるいは個人
的困難のため課題に直面し、家庭、学校、職場に居場所がない若者に対しては、若者自身の自己のア
イデンティティの拠り所となる場や人との関わりの機会の提供や社会的な関係性の構築など、自立に
向けた支援を行う。その支援により、社会的・職業的移行を促し、社会的統合（社会の一構成員とし
ての関与とともに、相互理解・交流の促進による。
8）継続派遣校における事例については、末冨芳編著（2017）「子どもの貧困対策と教育支援―より良い
政策・連携・協働のために」第12章「ユースソーシャルワーカーによる高校生支援」の「3継続派遣
校の取組み」ｐ295～300に詳しい。また、校内ユースワークについては拙書（鈴木庸裕編著（2018）「学
校福祉とは何か」土屋佳子「補論1 青年期の課題と学校福祉――ユースソーシャルワークの今後」
ｐ199～207 ミネルヴァ書房）を参照のこと。
9）保坂は、千葉県における「地域連携アクティブスクール」や大阪府における「エンパワメントスクー
ル」を例示している。
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・稲垣恭子編著（2012）「教育における包摂と排除 もうひとつの若者論」明石書店
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